






































A Investigation about degradation of Boshu stone













































































































石材の数は表 1 の通りで、合計 100 個ある。なお、最

















































































































①容器に 150ml の水を用意し、使用する水中の Cl- 量
を検知管（光明理化学工業株式会社製　塩素イオン
検知管 201SC）で測定する。
② 5 ㎝ ×5 ㎝の測定面に対し、水を含ませてよく絞っ
たガーゼ（30 ㎝ ×30 ㎝）で縦横 50 回拭き取る。
③ガーゼを 150ml の水で濯ぎ、よく絞る。
④②と③を１サイクルとし、計５サイクル行う。
⑤ 5 サイクル終了後、水溶液に検知管を入れ、Cl- の
値を読み取る。









海側に面している。測定箇所と測定結果は図 10 ～ 13
（126-127 頁）の通りである。塀に向かって最も左側
が図 10、最も右側が図 13 である。
最も含有率の高かった箇所はイの 6000ppm であっ
た。ここは摩耗するだけでなく、表面が一部剥離し
ている。最も低い値はエの 0ppm、つまり Cl- は検出
されなかった。この石は左半分が変質し、右半分は通
常の状態に見受けられた。測定したのは右半分の変

































赤外線サーモグラフィ FLIR E8 を用いて、塀表面の












図 16（125 頁）a は 2018 年 2 月、曇りの日の様子で、















17 が乾燥した状態、図 18 が水を含んだ状態である。
確かに、水を含むと他の白色や暗灰色の箇所に比べて
ピンク色が鮮明に見えるようになる。
図 14．デジタルカメラ画像
図 15．赤外線カメラ画像
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５．まとめ
今回調査対象としたのは、昭和に造られた石塀であ
る。これ自体は文化財というわけではないが、この塀
には様々な質を持つ房州石が用いられており、これら
について調査することは、他の房州石製品の劣化や保
存を考える参考となる。現段階において、この塀は急
速且つ著しく劣化が進行しているわけではなかった
が、表面の摩耗や剥離が確認されている。この塀がこ
の先数十年、数百年と残っていく中で、どのようなこ
とが起こり得るのか、現状を把握しておくことで今後
の変化の度合を知ることにつながると考えている。
本稿で取り上げた茶碗肌及び石材の変質について
は、地学の見地からはもしかしたら容易に解決するメ
カニズムなのかもしれないが、現段階の筆者はそれら
の知識に乏しい。そのため、今後この茶碗肌について
も重点的に研究を進めたいと考えている。「茶碗肌に
なるとそれ以上悪くならない」、つまり茶碗肌に代表
される石材表面の変質を知ることは、石造文化財の
保存対策を検討する上で役立つ要素につながる可能性
が高い。そのためこの塀については、今後も長期的な
観察と調査を継続していきたい。
図 17．乾燥した状態
図 18．水を含んだ状態
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